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令和４年度第１回下水道技術開発会議 議事要旨 

 

１．開催日時 令和４年７月２０日（水）１３：３０～１５：３０ 

２．場所 Web会議 

３．出席委員等 三宮座長、岡部委員、木村委員、藤村委員、家壽田委員、上塚委員、河西

委員、松岡委員、弓削田委員、飯島委員、大森委員、堀江委員、山下委員、

岡安委員、田隝特別委員、阿部特別委員 

４．議事  

（１）下水道技術開発会議について 

（２）国土交通本省からの情報提供 

（３）下水道技術開発会議におけるこれまでの検討内容 

（４）「（仮称）課題解決技術支援ツール（試行版）」の試行を踏まえた改善方針に 

ついて 

（５）下水道技術開発会議（エネルギー分科会含む）の今年度の取組み方針 

（６）技術ビジョン・ロードマップの見直しおよびロードマップ重点課題の選定 

（７）今後の予定について 

 

５．議事要旨  

・事務局より、下水道技術開発会議の役割・検討課題およびこれまでの検討内容につい

て説明があった。 

・国土交通省下水道部より、国土交通省における技術開発関係施策に関する最近の動向

について情報提供があり、脱炭素に向けた目標の進捗管理等について議論された。 

・事務局より、「（仮称）課題解決技術支援ツール（試行版）」の操作方法について説明

があり、今後のツール活用方法や改善方法について議論された。 

・事務局より、下水道技術開発会議及びエネルギー分科会の今年度の取組方針について

説明があり、温室効果ガス排出量削減に向けた他業種との連携のあり方、技術開発会

議の成果評価、課題再整理、アンケート調査の仕方等について議論された。委員から

の意見を踏まえつつ今後の取組を進めることとなった。 

・事務局より、下水道技術ビジョン・ロードマップの今年度の見直し方針について説明

があり、B-DASH に関する追加的な情報提供について議論された。委員からの意見を

踏まえつつ情報を共有することとなった。 

・事務局より、下水道技術ビジョン・ロードマップ重点課題の事務局案の説明があり、

事務局提案のとおりとなった。 

・議題全体を通して、新技術の普及策、ﾋﾞｼﾞｮﾝの見直し、規制緩和等について議論され

た後、事務局より、今後の予定について説明があった。 

 

以上 


